ポリオ撲滅活動の変換期

―「ロータリーの友」記事とインターネット情報から―
この一年ほどの間に、ポリオ対策に関するマスコミ報道、インターネット情報の質・量ともに大きく変化してきました。国内では予防投与によってポリオを発生させてきた「生ワク」の危険性が広く知られるようになり、ようやく注射ワクチンへの関心が高まってきたようです。

　一方、世界のポリオ撲滅のために「生ワク」投与を通じて貢献してきたロータリーは、“あと一歩”を合い言葉にしてロータリーの友(1, 2)やインターネットを通じて、アピールを強めています。そのロータリーが誌上や講演で「生ワク」の危険性を論じたことは一度もなく、“生ワク以後の方針”を説明したことも全くありません。

　しかし「生ワク」が原因となったポリオが世界の各地で発生するようになって、「生ワク」を用いた“ポリオ撲滅計画”に疑問符(5)が投げかけられてから既に10年以上が経過しました。この間ロータリーは「生ワク」投与を続け、それに必要な資金をロータリアンから集めてきました。
＊テレビ報道の不思議

　2011年7月18日、第2660地区提供の特別番組「感染症ポリオ 残り１％の闘い」がテレビ大阪から放映されました（これは現在でもYouTube動画(4)で見ることができます）。この番組で岡部泰鑑ガバナーがロータリーの活動と業績を解説され、大谷透PDGがインドで活躍されている姿が放映されています。

　同じくインドで奉仕活動をされた福井県の宮崎医師と青森県の関場医師が、その映像の中で「生ワク」投与の重要性を語っておられます。しかし不思議なことに画面が変わって、ご自身の小児科診療所では日本の子供の腕にポリオワクチンを注射されているところが放映されています。

　関場医師が重要な発言をなさっています：「残存している野生のポリオ・ウイルスと、予防のために世界中にばらまいてきた「生ワク」由来のポリオ・ウイルスの両方を駆逐するために“注射ワクチン”が必要なのです」。

　この状況をよく理解するために、ここでポリオという病気と、ワクチンについて復習します。
＊ポリオとポリオ・ウイルス

ポリオ：
　ポリオ・ウイルスが口から入ってきて腸内で大量に増え、感染者はおよそ１カ月間にわたって便中にウイルスを放出します。多くの人では殆ど無症状に経過しますが､250人に１人ほどの頻度でウイルスが中枢神経系に侵入して手足の運動神経麻痺を起こします。子供が発病したために“小児麻痺”と呼ばれました。

　かつて世界中で年間30万人が発病し、日本では1960年に6500人の発病を見ました。

注射ワクチン：　
ポリオ・ウイルスを壊して免疫活性物質だけを精製したもので、生きたウイルスが存在しないために感染力がなく、不活化ワクチンとも呼ばれています。年３回の注射が必要です。ワクチン製造に費用がかかるだけでなく、注射器と、ワクチンを接種する医師・看護師などの医療者派遣に費用を要します。

生（経口）ワクチン：
　培養ウイルスの中から弱毒株を選別して大量に増やし、それを口から飲ませます。自然のポリオ・ウイルスに感染したのと同じ経過をとり、免疫力をつけます。安価にワクチン製造ができ、投与に専門家を必要としない利点がありますが、低頻度ながら(25万人に１人以下)、ウイルスの突然変異（先祖返り）によって強毒化し、服用者または免疫をもたない家族、近隣者にポリオを発病させる危険があります。

＊ポリオ対策：世界の動向

　「生ワク」投与によってポリオ大流行の抑制に成功した歴史（日本:1961年、フィリピン:1978年）を踏まえて、1988年、WHO、UNICEF、米国CDCとRIが、「生ワク」投与による“世界のポリオ根絶計画”をスタートさせました。

　これによって野生ポリオウイルスによる世界のポリオ発生数が激減し、2001年には10ヵ国で481人にまで減少したので、（2005年にポリオ根絶宣言､2010年に生ワク投与終了という）根絶計画が順調に進むかに見えました。ところがその後2005年には16ヵ国に､2010年には20ヵ国1288人へと増加し(4)、当初から指摘されてきた、あと１％の難しさが現実のものとなりました。

　更に20世紀末には「生ワク」投与地域であるエジプト、フィリピン、中米などの各地で「生ワク」に由来するポリオの集団発生が起こったため、早くも2002年には米国で、このポリオ根絶計画は破綻した(5)と判断されるようになりました。

WHOは2000年に先進国では「生ワク」を投与すべきでないという勧告を発し、これを受けて「生ワク」に由来するポリオの発生数が自然発生数よりも多くなっていた米国は「生ワク」を廃止しました。同様に、「生ワク」との併用でスタートしたフランス、イタリアなどと、注射ワクチンでスタートしたスエーデン、ノルウェーなどを合わせて、現在ではヨーロッパ各国、北米、ブラジル、南ア、イスラエル、オーストラリア，ニュージーランド、韓国など、日本を除くすべての先進国で注射ワクチンのみが用いられています（6, 7）。
＊我が国の現実

1960年以降50年間に渡って「生ワク」を投与し続けてきた我が国では､1981年以降、野生ウイルスによるポリオの発生報告がなくなりました。

その一方で「生ワク」由来のウイルスによるポリオの発生が、延べ180例以上(7)、平成元年から20年間に80例（福田総理の国会答弁）とされ、生ワクを飲んでいない人のポリオ（二次）発生が過去30年間に16例（6）、最近５年間に６例(7)報告されています。

　厚労省はこれらの事実を公表してきませんでしたが、「生ワク」を飲んで、逆にポリオになった児童の姿を実名報道したテレビ放映(NHK:2010年7月、毎日テレビ:2010年8月、テレビ朝日:2011年2月）以来、インターネット(4~9)でも多数取り上げられるようになりました。

　実は我が国には、厚労省統計に表れていない多数の“薬害ポリオ”が存在するのです。そしてポリオの会によると、毎年ポリオ登録患者数が増加しています。実は、ポリオ発病者のうち軽傷者は統計に出にくいのですが、成人になってから麻痺が進行して車椅子生活を余儀なくされる場合（ポストポリオ症候群）もあるのです。ポリオ後遺症についての優れた記事がロータリーの友(3)に掲載されていますので、是非読み返して下さい。

　“薬害ポリオ”に関するお母さん方の心配が高まり、半数近くが子供に「生ワク」を受けさせなくなっています(6)。１年ほど前から全国の小児科医が“注射ワクチン”を個人輸入して、お母さん方の不安に応えるようになってきました。厚労省に反発して、注射ワクチンを条例で採用した神奈川県の報道をご記憶の方も多いと思います。
＊ロータリーは今後どうするのか？

①　野生ウイルスによるポリオの遺残(2,4,5)と、「生ワク」由来のポリオの発生(4~8)から、WHOは、「生ワク」によるポリオ根絶計画は破綻したと判断し(5)、撤退を考慮しているようです(7)。

②　いま「生ワク」投与をやめると、野生ウイルスが再燃し、また世界中にばらまいた「生ワク」由来のウイルスが一定の頻度で強毒化して、再び“小児麻痺”が蔓延する世界に逆戻りします。

③　対応には注射ワクチンを用いる以外にありませんが、それには多額の費用が必要です。

④　ロータリーは「生ワク」から手を引くに引けなくなっています。今後どうするのか、無言のままではロータリアンの許容範囲を超えます。
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